
　本年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大で、私たちの日々の営みの中で、多くの事業や行事

が余儀なく中止せざるを得ない状況が生まれました。残念に思うこと、新たに気づいたこと、さま

ざまな気持ちが錯綜した一年間でした。

 平成20年度から12年間続けてきた「伊那谷再発見」の発表会も、本年度は皆さんが一堂に介する

ことが難しいということで中止となりました。

　伊那谷再発見は、「伊那谷の自然をたくさん感じて、伊那谷の自然を大事にし続けてほしい。そ

して『ふるさとを愛し、ふるさとを語れる人』に育ってほしい。」という願いをこめて、企業の人

たちが、未来ある子どもたちのために立ち上げてくれました。

　発表会は中止としましたが、この会を立ち上げてくださった方々の思いを実現できることはない

かと考え、平成29年度から始まった「子どもの未来応援団」事業に重ねて、実施することにしました。

　「子どもの未来応援団」も、「伊那谷再発見」と同様に、ふるさと伊那谷を舞台に活動する子ど

もたちや地域の団体・個人を応援する事業で、２つの事業の目的が一緒でした。

　そのような経緯を経て、本年度は「伊那谷再発見」が変身を果たし「子どもの未来応援団」事業

として、子どもたちの成長を応援させていただきました。

　本年度は、全17団体に約80万円の助成を行い、小学生から地域の大人の皆さんまで、さまざまな

題材や視点から『ふるさと伊那谷』を見つめ、学びを深めていただきました。これまでは、学校現

場への助成が多かったのですが、本年度は、地域活動への助成が４団体と大幅に増えました。これ

は、地域の大人が、子どもの育成に本気でかかわってくださっていることの現れととらえています。

地域ぐるみで子どもの未来を考えたり、ふるさと伊那谷のよさを伝えたりしていく道筋と確かな歩

みを感じます。

　この冊子には、地域に視点をあてた活動が、豊かに示されています。どのページを開いても、皆

さんが、地域とどう向き合い、地域の方々とどうかかわり、何を学んできたかがよくわかります。

「ぼくは、私は、自分の住む地域が大好きだよ。これからもずっと大事にしていくよ。」という思い

を強く感じます。

　これからも、ふるさと伊那谷への思いを一つに『ふるさと伊那谷』の明日を創っていきましょう！

発刊にあたって

郷土愛プロジェクト会長　向山 孝一

伊那市立新山小学校　６年ふよう組

駒ヶ根市立中沢小学校　全校

南箕輪村立南部小学校　５学年

箕輪町立箕輪中部小学校　５年２組

宮田村立宮田小学校　４年 1組

宮田村立宮田小学校　４年 2組

宮田村立宮田小学校　４年 3組

伊那市立伊那中学校　1学年

伊那市立東部中学校　３年３組

伊那市立春富中学校 吹奏楽部

駒ヶ根市立東中学校 全校

上伊那農業高校  コミュニティデザイン科  里山コース

上伊那農業高校 コミュニティデザイン科グローカルコース

伊那谷ふぃーる

伊那谷ユースカウシル

木下に新しい居場所をつくろう実行委員会
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新山大好きプロジェクト　ふようバージョン

中沢の炭焼き ～地域を元気に～

歌ちゃん！ようこそ！中部小学校へ！

三浦さんとの交流を通して学んだ伝統工芸の素晴らしさと地域の方々の温かさ

商店街の魅力と人々の生活

太鼓を通して学んだ、地域の人たちのすごさや温かさ

自然体験学習

自分の生き方を考える一日に

吹奏楽演奏活動

「ふるさとの日」

ツリークライミング講習

〝つなぐ″をプロデュース「MIRAINAカンパニー」の設立 

表現あそび写真展

ユースカウンシル、ユースカウンシルを学ぶ、広める

一人はみんなのために、みんなは一人のために

千代田湖でカヌーに乗ろう

ニワトリを飼って、たまごをとって、お弁当やオムライスをつくろう。
もちろんお米は『風の村米だより』。で、お弁当を持って、みんなでどこかへ行こう。
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